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大規模プロジェクトの70％は予算の40%を超過し、さらには20か月前後遅れて納入されるケース 
が多く、ROIに大きく影響を及ぼしています。AVEVAのクラウドベースUnified Engineering 
ソリューションは、これまでプロジェクトの20％を早期納入、エンジニアリング効率を50％向上、
そしてTICを5％削減してきました。さらにこれまでの工数を40％の削減やエラー低減により、 
手戻り作業を5％削減しています。クラウドで共有サーバーを使用でき、エネルギー消費量や 
二酸化炭素排出量を最大30%も削減できます。

AVEVA™ Connectは、約5日で導入し、1か月で完全に運用がスタートできます。事前設定により、
プロジェクトのニーズに対応した状態で納入できるため、運用開始時点からすぐに導入効果を
発揮します。AVEVAは、エンジニアリング間のコラボレーションを向上し、クラウドベースのソフト
ウェアソリューションにおいてはパイオニアです。

AVEVA™ Unified Engineeringは、プロセス、制御、ユーティリティ、フレア、油圧などのデータ
ポイントを比較かつ統一したクラウドベースのプラットフォームであり、効率化、リスクの最小化、
投資収益率の最大化を実現します。
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世界が環境問題に直面している中、企業はさらにテクノロ
ジーに注目しています。これまでよりさらに持続可能性と
効率化が求められ、デジタルトランスフォーメーションの
必要性が高まっています。

現在の産業界が直面している課題は、持続可能性だけ 
ではありません。従業員の高齢化や熟練労働者不足は、
日々の作業環境に大きく影響を及ぼしています。一方、 
多くの問題を抱えた企業は、コスト削減を強化し、激しい
企業競争の中で他社に遅れを取らないためにも、デジ 
タル技術を速やかに導入する必要があります。実際に 
過去20年間で、Fortune 500企業の52%が旧型テクノ
ロジーにより衰退しました。

クラウドベースのコンピューティングは多くの課題を解決 
し、クラウドベースソリューションの種類はさまざまです。
徹底したオペレーション最適化には、完全なデジタル 
トランスフォーメーションの導入が必要です。単に旧型 
プロセスやソフトウェアをクラウドに移行するだけでは、
「リフト&シフト」と言われるように、複雑でコスト高なIT
構造になる傾向が高くなります。

クラウドを導入した企業は年々増加傾向にあり、例えば
2020年は企業におけるクラウドの支出は約6倍以上も
増加しました。特定のSaaSソリューションを導入した 
企業や、新しいシステムにクラウド戦略を採用した企業
は、今まで以上に多くの可能性を生み出しています。その
一方で、デジタル化への対応が進まない企業は明らかに
徐々に取り残されています。

クラウドベースのプラットフォームは、企業のデジタル 
戦略の中心として設定された場合、さらにその価値を 
発揮します。企業はデジタルトランスフォーメーションを
進めていく中、最大限に価値を生み出し、革新的なビジネス
ソリューション、成長、そして急速に進化しつづける市場
のイノベーションを推進できます。

今日の世界では、スピードと使いやすさが必要不可欠です。
また、サイバーセキュリティの確保は最重要課題です。
クラウドは、より速く、より柔軟に、より安全であるため、 
オペレーションの効率化を高め、エネルギー消費量を 
抑え、多くのコラボレーションを実現しています。

AVEVA™ Connectでは、ツールを個別に選択し運用 
することができます。従来はソフトウェアの導入には何日
も要しましたが、クラウドではすべてのプロセスがわずか
数分で完了します。

高速でスピーディーな運用

クラウドコンピューティングでは、高額機器の購入やデータ 
センターの運用負担が軽減または不要となり、従来の 
ITアプローチに比べて大幅にコストを削減できます。オン
サイトのサーバー、ソフトウェア、スタッフが不要になり、
企業のIT予算に余裕ができます。

クラウドベースのワークフローやファイルの共有アプリ
ケーションでは、他チーム間との協業を向上し、チーム
メンバーがリアルタイムに更新や進捗状況を確認でき、
シームレスにコミュニケーションが取れます。またクラウド
のコラボレーション能力を活用し、ソリューションを短時間 
で運用できます。かつては数か月かかっていたことが、 
数週間から数日で完了します。

柔軟性 –  ニーズに合わせ拡張し、 
スピーディーに運用 

クラウドコンピューティングプログラムとアプリケーション
の大半はサブスクリプションベースのモデルを採用し、
AVEVAの幅広いソリューションスイートもこれに該当 
します。これにより、企業はニーズと予算に応じて規模の
拡大や縮小ができ、従来のような大規模な先行投資も 
不要になります。

クラウドベースのサービスは、変化の大きいビジネスにも
最適です。ニーズの変化に応じ、クラウドの容量を簡単
に増減でき、スピーディーな運用を重視する企業は、クラ 
ウドベースのプラットフォームを導入していない競合 
他社に比べると優位性が高くなります。実際に企業が 
クラウドを導入する主な理由は、日々のオペレーションの
スピーディーさが挙げられます。

はじめに クラウドへの移行のメリット
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安全性 -  クラウドに組み込まれた 
セキュリティレイヤを活用する

クラウド上でのシステム構築やドキュメントの保存は、
万一に備えた安全対策になります。人為災害や自然災害
が発生した場合、機器が損傷し、電力が遮断され、重要な
IT機能が使用できなくなる可能性があります。企業にとって
クラウド運用に重要なメリットの1つとして、災害復旧が
スムーズなことです。

サイバー脅威が増す中、適切なセキュリティ対策とバック 
アップでのデータ保護は必要不可欠です。クラウドは、 
ビジネスの安全性を確保します。AVEVAは、クラウド 
セキュリティアライアンス（CSA）のメンバーであり、ISO
とSOC 2のガイドラインに準拠している最高基準の情報
セキュリティシステムです。

リモート – かつてないコラボレーションを実現

企業にとってクラウドコンピューティングの強みの1つは、
チームメンバーが場所を問わず簡単に作業ができること 
です。これは従業員のスケジュール管理や職場環境の 
柔軟性が求められるだけでなく、昨今の公衆衛生上の 
厳しい安全性が求められる時代には特に重要です。クラ
ウド上で業務を遂行する企業は、デスクトップやラップ
トップ、スマートフォン、タブレットなど、外出先やリモート
でも仕事がいつでもできる環境を社員に提供することが
重要で、これまでにないスピーディーかつリアルタイムの
コラボレーションを実現できます。

サステイナビリティ -  クラウドの高い持続可能性

クラウドは高い拡張性を備え、企業内で運用されている
サーバーをクラウドに置き換えた場合、全体的なコスト
の削減や効率性を高めます。クラウドベースのプラット
フォームは、同等のビジネスアプリケーションを使用する
場合と比較し、エネルギー使用量と二酸化炭素排出量を
30％以上も削減します。小規模な環境の場合でも、エネ
ルギー削減率は90％以上の場合もあります。

これを実現しているのは以下の要因です。

 y ダイナミックプロビジョニング： サーバーの容量をリアル
タイムの必要に応じて調整し、コンピューターリソース
をより効率的に使用できます。

 y マルチテナンシー： クラウドでは多くの企業が1つの 
プラットフォームを共有できるため、ピーク時の負荷が
平準化されます。

 y サーバー利用率： サーバーはより利用率を高めて稼働
します。

 y データセンターの効率性： クラウドベースのプラット
フォームでは、冷却や電力の調整などが不要となり、 
電力負担を大幅に軽減します。

デジタル戦略全体の見直しにより、クラウドはプロ 
ジェクトの作業プロセスをスムーズにしてコスト削減や
効率性向上を実現します。AVEVAの先進的なUnified 
Engineeringソリューションは、情報のサイロをスピー
ディーに解消し、EPCとオーナー事業者に大きな価値を
提供します。
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クラウドでのUnified Engineering 
 
大規模プロジェクトの70%は予算を40%超過し、スケジュールを20か月超過して納入されています。エンジニアは、 
関係者間の情報共有に勤務時間の20～30%、情報の検索や検証に最大50%を費やしており、本来の重要な業務に 
集中ができていません。 

AVEVA ConnectとAVEVA Unified Engineeringは、これらの課題解決に革新的な機能で対応します。

アプリケーションの統合と
アクセシビリティ

概念設計
（シミュレート）

FEED
（エンジニア）

エンジニアリング
エラーの排除

ハンドオーバーデジタル
設備資産の作成

設計の成熟に伴う
プロセス検証

持続可能性を第一に
考えたプロセス選択

独自のクラウドソリューション
エンジニアリングにおける幅広い課題に対応

機能的ニーズ 機能目標 ビジネス目標 財務目標

期日どおり、
かつ予算内の
シームレスな
ハンド

オーバーで
最大の

投資収益率を
実現詳細設計

（設計）

遂行支援
（管理）

ソリューションの機能的メリット

設計
直感的な3Dビジュア
ライゼーションによる
生産性の向上

エンジニア
データ重視のコラボレー
ティブエンジニアリング
プラットフォーム

管理
プロジェクトハンド
オーバーに含まれる
仮想プラントモデル

シミュレート
インサイトと知識を
提供する行動的
デジタルツイン

3Dモデル

エンジニアリング/E&I & P&ID

設備資産情報
管理

プロセスシミュレーション

透過的で、すぐに利用でき、
信頼できるデータ

成熟したFEED

高いエンジニアリング
効率と品質

コスト削減

期日どおりの納品

プロジェクトリスクの
軽減

利幅の増加

効率的な
コラボレーション

プロセスシミュレーションによる設計検証と 
オペレータートレーニングのスピーディー化 

AVEVA Unified Engineeringは、プロセスシミュレー
ションとエンジニアリング設計をシームレスに関連付け、 
コラボレーションを向上し、設計サイクルを短縮し、 
プロセスシミュレーションとエンジニアリングデータ
（1D、2D、3D）を単一のデータ中心プラットフォーム 
上で維持します。自動化されたワークフローと更新通知 
により、すべての分野のエンジニアを繋げます。また、 
エンジニアリングデータを集約するクラウド環境により、
プロジェクトの各段階でより完成度の高い成果物を作り
出すことができます。

データドリブンのプロジェクト遂行で 
マニュアルプロセスを排除

競争力を維持する最善の方法の1つは、マニュアルトラッ
キングを超える新たなプロセスを導入することです。データ 
中心の単一システムの採用により、更新された情報に 
自動的にフラグを立て、それを中央に保存して一貫性を
保つことができます。 

単一の安全なプラットフォームは、企業はすべてのデータ
を1箇所アクセスしやすい場所に保管ができ、サイロの
解消やリモートワークを実現し、ソリューションをスピー
ディーかつ効率的に拡張できます。プラットフォームが 
一元化されており、ハンドオーバーの際に情報が漏れる
リスクがなく、インストール、展開、バージョン管理、ハード
ウェアメンテナンスなどのオーバーヘッドもありません。

その仕組みを見る

https://engage.aveva.com/unified-engineering-on-connect.html
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AVEVAのクラウドソリューションとUnified Engineeringスイートは、すでにエネルギー、電力、化学、鉱業、造船、製造
などさまざまな業界でオペレーション全体の効率性を飛躍的に向上させています。

AVEVA Unified Engineering
デジタルツインの物理的設備資産+プロセス動作の側面

PFD

プロセス
シミュレーション

ダイナミック
シミュレーション

P&ID 3D

プラントの熱および
物質収支のシミュレーション

1 機器および配管サイズが
適切かどうかを検証

6

FEED成果物の
作成

3 機器、配管、計装、
制御の詳細設計

4

複数の設計ケースと
プロセスストリーム
データの比較

2

エンジニアリングと
3Dデータベース

機器データを
シミュレーションに戻す

5

プラントが期待どおりに
動作することを確認し、
制御戦略を検証する

7

流体流量
シミュレーション

AVEVA Unified Engineeringの詳細を見る

https://sw.aveva.com/campaigns/unified-engineering-demo
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成功事例
 
Aker Carbon Capture（Aker CC）社は、気候変動に 
対する世界的な取り組みをリードするイノベーターで 
あり、セメント、鉄鋼、石油・ガスなどの炭素集約型業界
の企業が、二酸化炭素や温室効果ガス（GHG）排出量の
削減に役立っています。Aker CC社は炭素回収施設を 
設計・建設し、総合的な社会の持続可能目標達成を目指し
ています。

Aker CC社は、重要プロジェクトを最適に計画し、成果を
あげるため、クラウドでAVEVA Unified Engineering
を活用しています。Aker CC社のエンジニアは複数の 
タイムゾーンに分散して同じプロジェクトに同時に取り 
組む必要があります。クラウドベースのソリューションは、
複数の関係者とのコラボレーションしながら作業ができ
ます。また設計を簡単に複製して将来のプロジェクトにも
活用できます。

AVEVA Unified Engineeringを採用したAker CC社
では、プロジェクトごとの総合エンジニアリングの時間が
削減され、中規模な製品のコストが9年前と比較し、90％
も削減しました。また、オペレーション効率が向上し、 
市場投入までの時間を50％以上も短縮しました。Aker 
Carbon Capture社は、AVEVAのソリューションを 
活用し、炭素集約型業界の多くの企業を対象に持続可能
なインフラプロジェクトの開発と実現を支援しています。

｢AVEVA E3D Design（AVEVA Unified 
Engineeringの主要部分）は、 
当社のエンジニアリングプロセスで 
非常に重要な役割を果たし、 
連携作業に効率性が向上することが 
わかっています。 
モジュール型プロセスなので、 
顧客のニーズに合わせて簡単に 
調整が可能で、サイバーセキュリティの 
観点からも大きなメリットがあります」。
 
David Phillips 
Aker Carbon Capture UK & Investor Relations部門責任者

Veolia Water Technologies（VWT）社はAVEVA 
Connectを活用し、素晴らしい成果を残すことができ 
ました。VWT社が連携させた260のグローバルエンジ
ニアリングチームは、同社のグローバル水ビジネスに、 
クリエイティブなコラボレーションで、持続可能な事例が
できました。

これらのイノベーションにより、全社的なIT効率が20%
向上し、プロジェクトの透明性が向上し、チーム間のコラボ
レーションが強化され、プロジェクトのライフサイクル全体
でシームレスなエンジニアリングが実現しました。

その結果、VWT社は顧客のニーズに積極的に対応し、
需要の変化にも対応できるようになりました。VWT社
のエンジニアは、リモートワーク中でも信頼できるプロ 
ジェクト情報をスピーディーかつ安全にアクセスでき 
ます。また、データを統合し資源の効率化やエネルギーの
節約、需要と供給の合理化など、VWT社は持続可能性に
配慮して水を製造しています。

｢AVEVAのクラウドベースで 
データ中心のエンジニアリングにより、 
世界中のチームがリモートワークでも、 
エンジニアリングデータを網羅し1つの 
プラットフォーム上で連携できるように 
なりました。社員にとって、設計と構築の 
すべての段階でリアルタイムに協力し 
作業することが必要です。データへの 
効率的なアクセスは、オペレーション 
パフォーマンスを向上させ、戦略的目標を 
達成するための鍵となります」
 
M. Thomas Cheylan
Veolia Water Technologies Project Performance Director
 
 
 

｢当社の経験では、AVEVA Connectへの 
移行は「ビッグバン」ではなく、 
従来のAVEVAソフトウェアの使用において 
大幅な変化もなく、当社のこれまで 
設定していた目標を達成できました。 
AVEVAのクラウド型エンジニアリング 
ソフトウェアは、当社チームによる 
エンジニアリングソフトウェアの活用法に 
進化とビジネス変革をもたらしました」  

Veolia
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前例のない混乱の時代に、AVEVAのクラウドベースの 
ソリューションの導入により、オーナー事業者やEPCは 
幅広いビジョンでオペレーションができ、当社のEPC 4.0
戦略で、高い透明性と柔軟性も持ちながらタイムリー 
かつ効率的にプロジェクトを遂行できます。 

当社の技術は、共通クラウドプラットフォームである
AVEVA Connectで利用ができ、プロジェクトのライフ 
サイクル全体にわたる統一プラットフォーム上でエンジ
ニア、サプライヤー、顧客がコラボレーションできます。

当社のデータ中心のクラウドベーステクノロジーは、 
お客様のデジタル戦略を具現化し、資本プロジェクトから 
オペレーション、メンテナンスまで、全体の設備ライフ 
サイクルで一歩先を行くサポートをします。

AVEVAのEngineeringポートフォリオの詳細について
は、aveva.com/en/contactをご覧ください。
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